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長雨と日照不足に応じた管理について 

 

幼穂形成期の日照不足は、稲体が長草化と茎質の軟弱化を招きます。

また葉色が濃く倒伏や籾数過剰が懸念されるため、的確な管理に努め

ましょう。 

 

１ コシヒカリの穂肥対応について 

管内のコシヒカリの葉色は濃く、1回目の穂肥は「遅め・控えめ」が

基本となります。今後も降雨と日照不足が続き、このまま葉色が濃い場

合は施用を見送ることも検討してください。 

２回目穂肥は、出穂 10日前に確実に実施しましょう。 

 

２ 降雨に合わせた今後の水管理 

幼穂形成期以降の長時間のため水は、根腐れしやすく根の活力が低

下します。降雨が続く場合は、ほ場の水尻や暗きょを開放するなど排水

管理を徹底してください。 

また、中干しが不十分で小ヒビがない水田は、作溝が埋まり土壌が

軟弱な傾向にあります。必要に応じ、排水溝を直したり、もう一度溝切

りを実施するなど、ほ場管理に努めてください。 

  

7月 9日新潟気象台発表によると、前線や湿った空気の影響で

曇りや雨の日が多く、今後 2週間程度は降水量が多く、日照時間

が少ない見込みです。 
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